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＜背景・課題＞
　釧路湿原に流入する久著呂川中流部のL=2.65km区間では河床低下の進行により、土砂が発生し、釧路湿
原への土砂流入量の増加が課題となってい
た｡また､この区間では､河床や河岸に
凝灰岩が露出し、単調な水辺環境とな
っていた（写真①）。
＜目標＞
　河床低下区間における土砂生産を抑
制するため、河道の安定を図り、河床
材料を復元させることを目標に川づく
りを行うこととした。

　河道の安定化対策は、河道特性が類似する箇所を
ﾘﾌｧﾚﾝｽｻｲﾄ（写真②）として次のことを実施した。
・河床低下区間の上流側への進行を防止するため、
  落差工を3基整備した（図①）。
・河床低下の鉛直方向への進行を防止するため、河
　道の拡幅及び鋼矢板と袋詰玉石を組み合せた帯工
  12基の整備を行った（図①）。なお、帯工の間隔
　は、河床勾配の逆数の間隔とし､天端高を河床高
　より突起させることで河床材料を堆積させる構造
　とした（図②）。
・溶結凝灰岩の侵食過程が解明されておらず不確定
  要素が多いため、上記の取組は,対策後の河床高
  の変化などをﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞし、必要に応じて追加対策
  する順応的管理を取り入れることとした。

＜ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果＞
　平成28年8月に台風が相次いで上陸し、久著呂川流域においても断続的
な雨が降り、流量が大きい状態が続いた。
　出水後のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの結果、落差工設置箇所、各帯工の直上流側、川幅
が広い帯工間では、比較的河床が安定していた。その他の箇所では、河
床低下が進行していることが確認された（図③）。
＜今後の対策方針＞
　ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果による、川幅による河床勾配と安定している区間の距離と
の関係から土地利用や周辺環境などを考慮し、河道拡幅、帯工の間隔、
既設帯工の改良などを検討し、対策を講じていく予定である。
＜ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ＞
　河道が安定している区間では、河床材料が復元し土砂生産が抑制され
るとともに底生動物や魚類が生息できる多様な環境を取り戻しつつあ
る。毎年、一般市民を対象とした現地見学ﾂｱｰを開催し地域と一体と
なって事業を進めている。
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釧路湿原への⼟砂流⼊の⼀因とされる久著呂川において、河道の安
定を図り⼟砂⽣産を抑制すると共に、岩盤河床の礫床化により多様な
流れの復元を⽬指した取り組みについて、対策の実施状況と実施後の
モニタリングにより⾒えてきた課題等を紹介する。


